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は じ め に

この報告書は、本年３月に実施した、令和４年度（2022年度）公立高等学校入学者選

抜の実施状況についてまとめたものです。

令和４年度入学者選抜に係る事務が、中学校、高等学校及び関係機関各位の御理解と

御協力により、厳正かつ円滑に進められ、無事終了したことに心から感謝申し上げます。

また、令和４年度入学者選抜においては、一般入学者選抜の学力検査において、全て

の生徒に同一の問題を課すととともに、配点及び検査時間を変更したこと、英語の聞き

取りテスト代替問題を廃止したこと、また、定時制課程において自己推薦による推薦入

学者選抜を各高等学校の裁量で実施できるようにしたことなど、数々の変更があったに

も関わらず、大きな混乱なく終了できたことに重ねて感謝申し上げます。

本道においては、これまで、各学校において、生徒の個性や能力などを多面的に捉え

るとともに、各学校の特色を生かした選抜ができるよう入学者選抜の改善を行ってきた

ところであり、令和４年度入学者選抜においては、道外からの出願を受け入れる学校が

22校34学科となるなど、各学校の特色を一層生かした入学者選抜が行われました。

令和５年度入学者選抜については、既に各高等学校の学校裁量に係る事項の状況を取

りまとめ、中学校、高等学校に周知するとともに、北海道教育委員会のウェブページな

どを通して、広く道民の皆様にもお知らせしたところであります。

各高等学校においては、今後とも入学者選抜の改善の趣旨が十分に生かされるよう、

学校裁量に係る事項の見直しなどについて、引き続き御検討をお願いいたします。

北海道教育委員会では、例年、入学者選抜の合格発表後に、公立高等学校入学者選抜

学力検査問題等研究協議会を開催し、中学校及び高等学校の先生方に学力検査や入学者

選抜に係る事務などについて協議いただいているところであり、本協議会でいただいた

御意見を参考にしながら、今後とも、より適切な入学者選抜の在り方について検討して

まいりたいと考えております。

本年度より本報告書においては、各教科の分析の充実を図り、義務教育段階における

課題の改善状況や授業実践例、義務教育段階の取組を踏まえた高等学校の指導の在り方

について、本年度の学力検査問題と関連付けて示すこととしました。また、11月に公表

する「令和４年度全国学力・学習状況調査 北海道版結果報告書」においては、本年度

の全国学力・学習状況調査と入学者選抜学力検査の結果を一体的に捉えた、小学校及び

中学校等における授業改善の方向性を示すこととしております。

本報告書が、各学校において活用され、全国学力・学習状況調査等の結果を踏まえた

授業改善と学力検査問題の出題ねらいが一体のものであることを踏まえ、小中高の連続

性を意識した学力向上の取組が、より一層推進されることを期待しております。
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